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Focusing on the woman’s artistic gymnasts, this study investigated how the creation of a 
group atmosphere influences psychological features and sport attitudes.
Results showed that the number of years in competitive sport and sporting prowess was 
higher among university gymnasts than in junior gymnasts. This finding accords with previous 
studies. We also observed that the level of cooperation was higher among university gymnasts 
than junior gymnasts. This result suggests that the team captain’s leadership may play a role in 
increasing cooperativeness.
These findings imply that in both team sports and individual sports, improving cooperative-
ness does not only raises players’ motivation; it enhances a team atmosphere and has a positive 
influence on individual players psychologically and behaviorally.
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　競技スポーツの選手は，スポーツ集団の中でも特
に高いレベルで競い合うことが求められている。一
般的に，スポーツの競技力とは，体力，技術，戦術，
精神力の?つの要素から成り立っている?。また，
選手として同等の体力や技術や戦術を持つ場合，勝
敗を左右するのは精神力の差にあると考えられる。
　本研究で対象とする体操競技は，多彩な種類をも
つ技を演技の難易度・構成はいうに及ばず，技の正
確性，安定性，または技法や実施姿勢などによって
競うものである?。そのため，時々刻々と変化・進
行する試合展開に即して，自己の体力と技術を合理
的かつ意識的に発揮できる競技能力が要求され
る?。これらより，体力や技術のトレーニングと同
様に，競技場面で最高のパフォーマンスを発揮する
ために必要な精神的な側面を積極的にトレーニング
して精神力を高め，自己の精神をコントロールでき
るようになることは非常に重要なことである。
　徳永ら?は，この精神力の指標として「心理的競
技能力診断検査；以下DIPCA.3とする」についてス
ポーツ選手を対象に実施し，競技レベルの高い選手
ほど心理的競技能力診断検査の得点が高く，性別，
経験年数，競技レベル，競技種目によって総合得点，
各因子得点，各尺度得点に相違があることを報告し
ている?。同様の報告は競技種目が異なっていても
競技レベルの高い選手ほど心理的競技能力が高いと
されている?︲?。また，本研究者が指導する体操競
技は，非日常的な運動形態を持ち，高難度の技をい
かに正確に演技するかで競技成績が決定する競技で
ある。具志堅10は，体操競技において競技レベルの
高い選手は心理的競技能力が高いとし，因子別得点
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では競技意欲，自信，作戦能力が有意に高く，尺度
別得点では忍耐力，自己実現意欲，自信，決断力，
予測力，判断力が有意に高いことを示している。さ
らに，五藤ら11は女子体操競技選手における心理的
競技能力を検討したところ，競技レベルの高い選手
において，大学生は競技意欲が高いことを示してい
る。このことから，競技スポーツの試合でピークパ
フォーマンスを発揮するには，身体的な能力に心理
的な能力を合致させなければ効果的な活動は望めな
いと述べている10。これらより，体操競技は競技意
欲，精神の集中・安定，自信，作戦能力が高いこと
が示され，中でも尺度別得点として自己実現意欲が
高いことを示した。しかしながら，集団スポーツと
違い協調性が低いことは，体操競技特有のプロ
フィールを示しているといえる10, 11。
　本研究者が指導する体操部は，全国的にも珍しく
小学生から大学生までが同じ体育館の中で日々練習
を行っている。集団の形成としては，大学体操部と
ジュニア体操クラブであり大きくは?つの集団に分
かれているが，大学体操部もジュニア体操クラブも
同じ監督が指揮している。また，それぞれの組織作
りは大学生とジュニア体操クラブの各々のキャプテ
ンが集団をまとめているのが現状である。某年の
キャプテンは大学体操部のチーム目標に「チーム力
向上」を掲げた。このキャプテンは目標達成のため，
体操競技に対する思いや誓いの言葉をチームメイト
で話し合い，監督指導のもと「Ａジムナスト」とい
う頭文字で始まるチーム力向上のための言葉を作成
し，これを「Ａ体操部十ヶ条」（図?）とした。こ
れは，組織内の意識を高めるための言葉であり，体
操部の仲間が互いのことを感じ，自分のことを考え
常に向上心を持って練習に取り組み，体操競技者と
してあるべき姿と体操競技にかける想いを詩にした
ものである。毎日練習後にチーム全員で謳ってい
る。このようにキャプテンのリーダーシップが集団
の雰囲気作りに影響を与えることで，個々の選手に
心理的な変化とスポーツに対する意識についてどの
ような影響を及ぼすのかについて興味を持ったが，
集団の雰囲気と心理的競技能力の関係性については
これまであまり検討されてこなかった。
　そこで，本研究では女子体操競技選手を対象とし
て，集団の雰囲気作りが心理的特性とスポーツ意識
に与える影響について検討することを目的とした。
??????????
 
??????
???????
　公益財団法人日本体操協会に登録された15歳から
22歳までの女子体操選手とした。大学生群としてＡ
大学体操部所属の女子体操選手19名（19.89±1.10歳）
で，経験年数は13.68±2.16年であった。ジュニア群
（中学生・高校生）はＡ体操クラブ所属の女子体操
選手12名（14.33±1.30歳）であり，経験年数は7.42
±2.84年であった。
???????????
　調査期間は，2013年?月19日～?月23日とした。
なお，本研究では調査にあたり実施前にＡ大学体操
部のコーチ・選手，Ａ体操クラブのコーチ・ジュニ
ア選手に対して，研究目的，方法，調査内容，調査
への参加の自由，同意撤回の自由，プライバシー保
護，調査結果の公開について説明を行い，回答をもっ
て同意を得たこととした。
???????
　実験参加者は静かな教室に入室後，心理検査と鉛
筆が置かれた机の前に準備された椅子に着席した。
実験参加者全員が揃った状態で，まずDIPCA.3の実
施方法に関する説明を行った。そして，練習問題を
行い質問の有無を確認した。実験参加者全員が心理
検査の方法を理解したことを確認した後に，一斉に
心理検査を開始した。次に，スポーツ意識に関する
質問紙調査の説明を行った。その後，一斉に質問紙
調査を開始した。実験参加者がテストを終えたのを
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確認し，用紙の回収を行った。心理検査と質問紙調
査の回収率は100%であった。
??????
?）心理検査（心理的競技能力診断検査；DIP-
CA.3）
　スポーツ競技用の心理的スキル尺度として，徳
永・橋本12によって開発されたDIPCA.3を使用し
た。この検査は，スポーツ選手のいわゆる「精神力」
を測定するために作成したものであり，スポーツ選
手が実力を発揮するために必要なメンタルスキルを
質問している。質問は52項目からなり，「競技意欲」
「精神の安定・集中」「自信」「作戦能力」「協調性」
の?因子と因子の下に位置づけられる12尺度（忍耐
力，闘争心，自己実現意欲，勝利意欲，自己コント
ロール能力，リラックス能力，集中力，自信，決断
力，予測力，判断力，協調性）から構成されている。
また，DIPCA.3によって測定された得点は，精神力
の自己評価，実力発揮などと顕著な関係があること
から，基準関連妥当性が示されている4, 5, 12, 13。
?）質問紙検査（スポーツ意識調査）
　選手の基本的なスポーツ意識を調査するために，
15項目（精神重視，鍛錬重視，自己実現重視，努力
重視，気軽さ重視，継続重視，勝利重視，健康重視，
スポーツ中心，社交重視，自由主義，非日常主義，
自己顕示志向，無理志向，ルール重視）に要因を分
けたスポーツ意識に対する自作の質問紙調査を実施
した。
??????
　DIPCA.3について因子と下位尺度得点および総合
得点を算出し，SPSS 17.0J for Windowsを用いて?
群間（大学生群，ジュニア群）の平均値の差をｔ検
定で評価した。有意水準は?%未満とした。また，
スポーツ意識調査についてSPSS 17.0J for Windows
エクセル統計を用いて?群間（大学生群，ジュニア
群）のχ?検定で評価し，有意水準は?%未満とした。
??????
????
?）大学生群とジュニア群による心理的競技能力診
断検査（DIPCA.3）の特徴
　Ａ大学内で練習を行っている体操競技選手の心理
的競技能力の現状を明らかにするために，大学生
群・ジュニア群（中学生・高校生）の?群間に分け
DIPCA.3を用いて調査を行った。それぞれの平均
値，標準偏差，ｔ検定の結果を表?に示した。
　尺度別プロフィールでは大学生群が「協調性」（t 
（29）=2.28, ｐ＜.05）において，ジュニア群に対し
有意に高い値を示した。
　因子別プロフィールの特徴については，大学生群
が「協調性」（t（29）=2.28, ｐ＜.05）において，ジュ
ニア群に対し有意に高い値を示した。
　以上の結果から，大学生群とジュニア群にみられ
る心理的競技能力は有意差が認められない項目もあ
るが，協調性のみ大学生群がジュニア群に比べて高
かった。
??????????? ??????????????
??????????
大学生群（n=19） ジュニア群（n=12）
t値尺度 M SD M SD
忍耐力 15.05 2.80 13.00 3.91 1.71
闘争心 15.95 2.59 14.00 4.61 1.34
自己実現意欲 16.79 1.84 16.50 4.08 0.23
勝利意欲 12.74 2.58 12.75 4.37 －0.01
自己コントロール能力 13.26 3.45 14.50 3.34 －0.98
リラックス能力 12.68 3.51 13.17 4.24 －0.34
集中力 15.53 3.41 14.42 3.18 0.91
自信 11.74 3.19 11.50 2.24 0.22
決断力 11.89 3.00 10.33 3.42 1.34
予測力 10.53 3.19 9.17 2.76 1.22
判断力 11.53 2.95 10.83 3.01 0.63
協調性 18.21 1.87 16.42 2.50 2.28 ＊
因子
競技意欲 60.53 8.05 56.25 15.62 0.88
精神の安定・集中 41.47 9.69 42.08 8.47 －0.18
自信 23.63 5.76 21.83 4.84 0.90
作戦能力 22.05 5.84 20.00 5.43 0.98
協調性 18.21 1.87 16.42 2.50 2.28 ＊
総合得点 165.89 23.86 156.58 24.20 1.05
＊：p＜.05
?）大学生群とジュニア群によるスポーツに対する
意識の特徴
　Ａ大学内で練習を行っている体操競技選手のス
ポーツ意識の現状を明らかにするために，大学生
群・ジュニア群（中学生・高校生）の?群間に分け
15項目のスポーツ意識に関する質問紙調査を実施し
た。 それぞれの集計を表?に示した。
　その結果，大学生群が「スポーツ中心」（p＜.01），
「社交重視」（p＜.05），「ルール重視」（p＜.001）に
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おいて，ジュニア群に対し有意な高値を示した。ま
た，ジュニア群が「努力重視」（p＜.05）において，
大学生群に対し有意な高値を示した。
　以上の結果から，大学生群は日常生活をスポーツ
中心に考えた行動をとっており，スポーツを通して
多くの人に出会うことを望み，さらにはルールを熟
知した上でスポーツに取り組んでいることが見うけ
られた。またジュニア群は，結果を追い求めるので
はなく努力することを大切に日々のスポーツを実施
していることが見うけられた。
????????????????????????????
要因 質問項目 評価 大学生群n=19
ジュニア群
n=12 χ
2検定
精神重視
スポーツでは技術や体
力よりも精神力を大切
にする
賛成
どちらでもない
反対
5
14
0
3
9
0
χ2=0.007
df=1
n.s.
鍛錬重視
スポーツでは技術の向
上をめざして厳しく鍛
錬する
賛成
どちらでもない
反対
12
7
0
7
5
0
χ2=0.072
df=1
n.s.
自己実現重視
スポーツを行うことに
よって自己実現をはか
りたい
賛成
どちらでもない
反対
16
3
0
6
6
0
χ2=4.178
df=1
＊
努力重視
スポーツでは結果より
もそれまでの努力を大
切にする
賛成
どちらでもない
反対
10
9
0
11
1
0
χ2=5.128
df=1
＊
気軽さ重視 スポーツでは気軽さをもって行いたい
賛成
どちらでもない
反対
6
12
1
4
8
0
χ2=0.653
df=2
n.s.
継続重視
スポーツをするにあ
たってはひとつの種目
を継続したい
賛成
どちらでもない
反対
10
9
0
3
7
2
χ2=4.677
df=2
n.s.
勝利重視
試合をする限りはどこ
までも勝利をめざすべ
きだ
賛成
どちらでもない
反対
8
10
1
6
4
2
χ2=1.696
df=2
n.s.
健康重視
スポーツは心身の健康
の保持・増進を目的と
して行いたい
賛成
どちらでもない
反対
4
14
1
7
4
1
χ2=5.051
df=2
n.s.
スポーツ中心
食事や睡眠など日常生
活はスポーツ中心に考
える
賛成
どちらでもない
反対
13
6
0
3
5
4
χ2=9.231
df=2
＊＊
社交重視 スポーツを通して多くの人と出会いたい
賛成
どちらでもない
反対
18
1
0
7
3
2
χ2=6.596
df=2
＊
自由主義
スポーツは多くの仲間
とするよりも一人で自
由に行いたい
賛成
どちらでもない
反対
0
6
13
3
4
5
χ2=5.664
df=2
n.s.
非日常主義
スポーツは仕事や家庭
などの日常を忘れて行
いたい
賛成
どちらでもない
反対
12
6
1
8
3
1
χ2=0.231
df=2
n.s.
自己顕示志向 スポーツをしている姿を誰かに見てほしい
賛成
どちらでもない
反対
9
8
2
4
6
2
χ2=0.662
df=2
n.s.
無理志向 スポーツでは少々の無理が仕方ない
賛成
どちらでもない
反対
17
2
0
7
3
2
χ2=5.043
df=2
n.s.
ルール重視 スポーツはルールを理解して行っている
賛成
どちらでもない
反対
18
1
0
2
8
2
χ2=19.667
df=2
＊＊＊
＊：p＜.05  ＊＊：p＜.01  ＊＊＊：p＜.001
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　本研究の目的は，女子体操競技選手を対象として
集団の雰囲気作りが，心理的特性とスポーツ意識に
与える影響について検討することであった。　
　徳永ら?はスポーツ種目別に心理的競技能力を調
査した結果，体操競技のような個人記録型の特性は
自己実現意欲が優れていると示している。また，伊
達ら14は日本トップレベルの新体操選手と一般大学
選手の心理的競技能力を比較した結果，トップレベ
ルの選手の方が自己コントロール能力と集中力につ
いて優れていることを示している。さらに，五藤ら
11は体操競技選手の心理的競技能力を検討した結
果，女子体操競技選手について競技意欲が優れてい
ることを示し，具志堅10は競技意欲と自信と作戦能
力が優れていることを示している。これらのことか
ら，個人スポーツの選手は，試合場面においては?
人でパフォーマンスを実施しなければならないため
全ての結果は自分自身に委ねられていることから自
己実現意欲が高まると考えられる。また，試合場面
での自己管理や落ち着きが非常に重要であるため，
自己コントロール能力や集中力が優れることも示唆
された。
　一方で，古谷ら15は大学女子ソフトテニス選手の
調査で，男子より女子が協調性に優れていると報告
している。また，半田ら16はハンドボール選手の調
査結果より，チームスポーツにおいて協調性は最重
要ポイントであり，強いチームは協調性が高くパ
フォーマンスの優劣を左右すると述べている。この
ようにチームスポーツにおいては協調性に関する重
要性が多く述べられている15, 16。しかしながら本研
究では，個人スポーツである体操競技を対象とした
にも関わらず協調性に優れた特徴を示した。これ
は，体操競技における心理的競技能力診断検査の結
果ではこれまであまりみられない傾向であった。本
研究において協調性が高まった要因として，本研究
の対象者とした体操部は，個人の競技力に関しては
全国大会に出場するような高いレベルにある。しか
しながら，日本代表となる選手はいないのが現状で
ある。また，部活動の理念として，競技力向上だけ
でなく，人間づくりを中心においた集団での活動に
主眼をおいている。そのため，チームとして集団に
おける協調性を重視していることが，今回の調査結
果に表れたものと考えられる。
　今回の調査結果を概観すると，大学生群はジュニ
ア群と比較して協調性の項目において高い値を示し
ており，よりチームワークを重視する傾向が認めら
れた。これは，チームの活動理念と合致しており，
キャプテンのリーダーシップによってチーム力を高
めることができたことに対する成果であると推察さ
れた。一方では，年齢や発育発達の違いが関係して
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いる可能性も考えられる。また，ジュニア群はチー
ムとしての活動というよりはコーチと個々の選手が
コミュニケーションを取りつつ個々の選手の競技レ
ベル向上を目指し日々練習を積んでいる段階である
ため，チームとしての働きが少ないことが考えられ
る。さらに，本研究の結果からは競技経験の長さも
協調性に影響していると考えられ，チームメイトへ
の気遣いや団結力を高めるなどの行為は，経験年数
が長いほど重要とされる傾向にある。これらの結果
は，個人の競技力向上のみならず仲間への関心が高
まっていることを裏付ける結果であると考えられ
る。これは，チームづくりの中核をなす重要な点で
あり，女子選手を指導する際の鍵になるものと思わ
れる。
　鶴山17は高校生の男女に対してリーダーシップに
関する満足度とリーダーシップの因子との関係につ
いて検討した結果，リーダー主導による熱心な指導
によって競技成績を向上させるより，選手の主体性
を尊重した指導に満足感を感じていることを示して
いる。また，大学スポーツは競技スポーツである傍
ら，学校教育のもとで学友会活動として発展してお
り18，これらの集団はそれぞれのスポーツが持つ伝
統や普及度といった文化の特性や成員のキャリア，
競技成績，目標などによって，集団の組織風土を生
むことができる19。そのため，組織をまとめながら
も集団の目標を達成させるためには，伝統やこれま
での常識にとらわれない発想と，目標を現実にする
ためのプロセスや変革によって生じる不安や危機を
乗り越え，組織や集団の仲間を導いていくような
リーダーシップが必要であると言われている20。こ
れらより，チームの雰囲気を作り上げながら競技力
を向上させていく大学生にとっては，個人スポーツ
やチームスポーツを問わず，環境やリーダーシップ
によって協調性が優れていると示唆された。
　これらの裏付けとしてスポーツ意識に関する質問
紙調査を行った結果からこれらを概観していくと，
大学生はスポーツを行うことによって自己実現をは
かりたい（自己実現重視）と，食事や睡眠など日常
生活はスポーツ中心に考える（スポーツ中心）と，
スポーツを通して多くの人に出会いたい（社交重視）
と，スポーツはルールを理解して行っている（ルー
ル重視）といった項目において，ジュニア群より大
学生群の方が優れていた。また，大学生群は自己実
現をはかることや，チームにかける思いがスポーツ
に対する意識を変容させることでスポーツ中心の生
活を送っており，チーム内の雰囲気作りのためにも
仲間の目を見て感じてチーム一丸となって目標に向
かう姿勢等が社交重視という項目において示され
た。これらは，キャプテンの作り出すチームの雰囲
気がスポーツならびに私生活においてどのように波
及しているかが示唆される結果となっていた。一方
で，ジュニア群はスポーツでは結果よりもそれまで
の努力を大切にする（努力重視）といった項目にお
いては大学生群よりもジュニア群の方が優れてい
た。また，ジュニア群はコーチ対選手といった?対
?の関係で練習を進めていくケースが多く，一生懸
命頑張ることを大切に練習しているため努力を重視
することに重点が置かれていた。このことに関し
て，鶴山17はリーダーシップの満足度に関して，若
年層がリーダーに求めるものは「指導的」が高い貢
献度を示し，学年が上がるにつれてリーダーに求め
るものが「主体性促進」に変容していくことが説明
されている。このことからも，スポーツの組織にお
けるリーダーシップの重要性は集団のモチベーショ
ンに影響し，対象の年齢や集団の性質に応じてリー
ダーシップの内容を変革していく必要があると考え
られる。
　以上のことから，同じ環境下で日々練習している
場合においても集団の性質の違いによって選手に与
える心理的特性やスポーツに対する意識が変容して
いくことが明らかとなった。これらより，キャプテ
ンの作り出す雰囲気や組織としてのリーダーシップ
は個人スポーツやチームスポーツを問わず協調性が
重要であると示唆された。しかしながら，年齢や発
育発達の違いに対する問題を排除するためには，同
じ年齢層のグループに対してチームワーク向上に関
する取り組みの有無を調べる研究デザインが必要で
あるため今後の課題とする。
??????
　本研究の目的は，女子体操競技選手を対象として
集団の雰囲気作りが心理的特性とスポーツ意識に与
える影響について検討することであった。
　その結果，大学生群がジュニア群よりも競技年数
や競技力が高いことはこれまでの研究と同様であっ
たが，今回の調査ではキャプテンのリーダーシップ
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が関与しているため協調性を高めている可能性が示
された。その理由として，「Ａ体操部十ヶ条」（図?）
にも謳われているように，仲間が互いのことを感
じ，自分のことを考え常に向上心を持って練習に取
り組む姿勢をキャプテンが率先し，実践していたか
らこそ現れた変化であると考えられる。
　このことから，個人スポーツやチームスポーツに
関わらず協調性の向上は，選手のモチベーションを
高めるだけでなく組織の雰囲気を良くするとともに
個々の選手にとって心理面や行動面に良い影響を与
えることが示唆された。
（受付日：平成27年?月31日）
（受理日：平成27年12月?日）
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